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（１）第３９号

雨の日の戦闘訓練、水溜りの中に迷いなく突っ込み、泥だらけになりながら仲間と大声で連
携する。その一体感を全身で感じ、震え上がるほど楽しみながら挑むことが出来ました。今後
も戦闘訓練は全て雨の日であって欲しいと思います。（女性隊員）

修了パレード

旅立ち

この３ヶ月間は私の人生の
中で一番一生懸命生きた期
間でした。

この自衛隊という仕事を選
んで本当に良かったと思い
ます。

（109教大一般陸曹候補生〈男性〉）

（109教大自衛官候補生〈女性〉）

中
部
方
面
混
成
団
（
団
長

芝

伸
彦

１
等
陸
佐
）
は
令
和
初
と
な
る
新
隊
員
前
期
教
育

を
６
月
末
を
も
っ
て
無
事
終
了
し
た
。
桜
が
咲
き
始
め
た
季
節
に
緊
張
し
た
面
持
ち
で
着
隊
し

た
約
１
，
０
０
０
名
の
新
隊
員
は
、
３
ヶ
月
の
厳
し
い
教
育
を
同
期
と
助
け
合
い
、
励
ま
し
合

い
な
が
ら
乗
り
越
え
大
津
・
松
山
・
豊
川
・
大
久
保
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
修
了
式
に
臨
ん
だ
。
男

性
の
第
13
期
一
般
陸
曹
候
補
生
７
１
５
名
、
女
性
の
自
衛
官
候
補
生
２
７
２
名
の
顔
は
自
信
と

誇
り
に
満
ち
溢
れ
る
も
の
に
変
わ
っ
て
い
た
。
第
１
０
９
教
育
大
隊
長

西
川
朋
之
２
等
陸
佐
、

第
１
１
０
教
育
大
隊
長

藤
井
哲
也
２
等
陸
佐
が
そ
れ
ぞ
れ
自
衛
官
勤
務
の
集
大
成
と
し
て
、

全
身
全
霊
を
も
っ
て
教
育
し
た
新
隊
員
で
あ
る
。
皆
の
飛
躍
を
期
待
し
た
い
。



新隊員教育 ３ヶ月の軌跡

か け は し 第３９号（２）

着 隊（109教大） 入隊式（１１０教大）

入隊式（１09教大）

体力検定（１１０教大）

ガス体験（１０９教大）自候生

射撃訓練（１０９教大）自候生宿 営（１０９教大）自候生

記念行事（１０９教大）

記念行事（１１０教大）

修了式（１１０教大）修了式（１０９教大）

体力検定（１09教大）

基本教練（１０９教大）

２５ｋｍ行進訓練（１１０教大）

旅立ち



かけはし

中
部
方
面
混
成
団
（
団
長

芝

伸
彦

１
等
陸
佐
）
は
、
７
月
９
日
（
火
）
か
ら

13
日
（
土
）
ま
で
の
間
、
滋
賀
県
高
島
市

に
所
在
す
る
、
あ
い
ば
野
演
習
場
に
お
い

て
第
49
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

前
野

直
樹

１
等
陸
佐
）
に
対
す
る
、
令
和
と

な
っ
て
初
と
な
る
中
部
方
面
混
成
団
訓
練

検
閲
を
実
施
し
た
。
本
検
閲
は
遡
る
こ
と

７
月
２
日
（
火
）
訓
練
検
閲
想
定
を
受
領

し
て
の
作
戦
計
画
の
作
成
、
こ
れ
と
並
行

し
た
受
閲
部
隊
の
作
戦
準
備
に
始
ま
り
、

９
日
早
朝
か
ら
の
作
戦
地
域
（
あ
い
ば
野

演
習
場
）
へ
の
進
出
、
防
御
準
備
、
防
御

戦
闘
、
次
期
作
戦
に
備
え
た
豊
川
駐
屯
地

へ
の
帰
還
ま
で
一
連
の
状
況
下
で
実
施
さ

れ
た
。
統
裁
官
（
団
長
）
は
、
訓
練
検
閲

の
開
始
に
あ
た
り
受
閲
部
隊
の
隊
員
に
対

し
「
各
級
指
揮
官
は
、
企
図
、
命
令
、
指

示
を
徹
底
せ
よ
。
」
「
各
隊
員
は
基
本
的

な
事
項
を
完
璧
に
実
施
せ
よ
。
」
「
安
全

管
理
に
万
全
を
期
せ
。
」
の
３
点
を
要
望

し
た
。
一
方
、
統
裁
部
に
対
し
て
は
「
連

隊
長
が
状
況
判
断
を
必
要
と
す
る
場
面
を

作
為
し
て
幕
僚
活
動
の
継
続
に
つ
い
て
教

え
る
。
」
「
全
て
の
部
隊
に
活
動
の
場
面

を
与
え
る
。
」
と
の
指
針
を
示
し
検
閲
統

裁
を
指
導
し
た
。
前
野
１
佐
率
い
る
第
49

普
通
科
連
隊
は
、
９
日
（
火
）
に
作
戦
地

域
で
あ
る
あ
い
ば
野
演
習
場
に
進
出
後
、

直
ち
に
防
御
準
備
を
開
始
、
梅
雨
の
雨
が

降
り
注
ぐ
中
、
各
出
頭
駐
屯
地
か
ら
逐
次

到
着
す
る
即
応
予
備
自
衛
官
（
約
２
８
０

名
）
を
受
け
入
れ
戦
闘
加
入
さ
せ
て
12
日

各級指揮官は企図、命令、指示を徹底せよ。
基本的な事を完璧に実施せよ。
安全管理に万全を期せ。

要望事項

「強くなれ」

朝
ま
で
に
防
御
準
備
を
概
成
し
た
。
敵
の
進

出
時
期
の
早
ま
り
、
予
期
せ
ぬ
方
向
か
ら
の

敵
の
迂
回
攻
撃
、
こ
れ
に
連
携
し
た
ヘ
リ
ボ

ン
攻
撃
な
ど
極
め
て
厳
し
い
防
御
戦
闘
を
強

い
ら
れ
る
中
、
連
隊
長
以
下
、
即
応
予
備
自

衛
官
を
含
む
全
て
の
隊
員
が
、
ま
さ
に
歯
を

喰
い
し
ば
っ
て
強
靭
な
防
御
戦
闘
を
行
い
敵

の
果
敢
な
攻
撃
を
阻
止
し
任
務
を
完
遂
し
た
。

状
況
を
一
時
中
止
し
て
行
っ
た
総
評
に
お
い

て
統
裁
官
は
、
「
多
く
の
点
で
練
成
の
余
地

は
あ
る
。
た
だ
、
即
応
予
備
自
衛
官
と
常
備

自
衛
官
の
一
体
感
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
っ
た
。
こ
れ
は
日
頃
の
努
力
の
成
果
で
あ

り
高
く
評
価
す
る
。
今
後
も
混
成
団
の
第
一

線
部
隊
と
し
て
更
に
強
く
な
れ
。
」
と
訓
示

し
た
。

（３）第３９号

【連隊長 前野１佐】

統裁官【団長】
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第
４
陸
曹
教
育
隊
は
、
令
和
元
年
６
月
５
日
（
水
）
か
ら
実
施
中
の
第
２
期
陸
曹
中
級
課
程
に
お
い
て
７
月
（
日
）

か
ら
４
夜
５
日
に
亘
り
総
合
訓
練
を
実
施
し
た
。
本
訓
練
は
、
分
隊
長
等
の
小
部
隊
指
揮
官
と
し
て
の
状
況
判
断
、
実

員
指
揮
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
戦
闘
員
と
し
て
の
基
本
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
を
狙
い
と
し
、
徒
歩
行
進
に

引
き
続
く
接
敵
機
動
、
陣
地
攻
撃
、
山
地
機
動
、
重
要
目
標
に
対
す
る
攻
撃
を
連
続
状
況
で
行
う
過
酷
な
も
の
で
あ
る
。

９
日
（
火
）
19
時
頃
、
約
30
㎞
の
徒
歩
行
進
か
ら
の
陣
地
攻
撃
を
終
え
た
各
小
隊
長
は
、
滋
賀
県
高
島
市
内
朽
木
地
区

の
比
良
山
系
の
北
端
に
位
置
す
る
阿
弥
陀
山
山
脚
に
集
結
し
、
夜
間
の
山
地
機
動
を
準
備

小
隊
命
令
下
達
後
、
地
図

と
コ
ン
パ
ス
を
頼
り
に
淡
黒
の
山
の
中
へ
と
消
え
て
い
っ
た
。
翌
朝
５
時
頃
目
標
地
点
に
到
着
し
た
学
生
達
の
姿
が
山

地
機
動
の
厳
し
さ
を
物
語
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
息
つ
く
間
も
な
く
次
の
任
務
で
あ
る
重
要
目
標
の
攻
撃
の
た
め
、
長
池

演
習
場
へ
の
前
進
を
開
始
し
た
。
終
夜
山
地
機
動
に
同
行
し
た
混
成
団
長
は
「
更
に
強
度
を
上
げ
る
べ
き
。
」
と
一
人

つ
ぶ
や
い
て
い
た
。

【山地機動訓練〈下山）】

【４０ｋｍ行進訓練】

【山地機動訓練〈集結地到着〉】

【山地機動訓練〈到着時安全化〉】

第
４
陸
曹
教
育
隊
（
隊
長

北
村

厚

１
等
陸
佐
）
は
、

令
和
元
年
６
月
29
日
、
第
４
陸
曹
教
育
隊
創
隊
65
周
年
記
念

行
事
を
実
施
し
た
。
記
念
式
典
に
お
い
て
、
感
謝
状
贈
呈
を

行
っ
た
。
ま
た
、
第
４
陸
曹
教
育
隊
友
の
会
会
長

水
元

與
太
郎

様
か
ら
心
温
ま
る
祝
辞
を
賜
り
、
隊
長
以
下
基
幹

隊
員
一
同
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
陸
上
自
衛
隊
の
骨
幹
を
担

う
陸
曹
教
育
を
担
当
す
る
隊
員
と
し
て
の
崇
高
な
さ
を
再
確

認
で
き
た
。
そ
の
後
、
同
友
の
会
主
催
で
行
わ
れ
た
「
記
念

会
食
」
で
は
、
友
の
会
会
員
26
名
、
基
幹
隊
員
と
そ
の
家
族

が
参
加
し
、
協
力
団
体
会
員
及
び
家
族
と
の
相
互
交
流
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。

【第４陸曹教育隊創隊６５周年記念行事の様子】

隊長 式辞

友の会会長 水元様祝辞

感謝状授与式

祝賀会食

第４陸曹教育隊創隊６５周年記念行事

陸
曹
中
級
課
程
総
合
訓
練

【４０ｋｍ行進訓練〈集結地域〉】

【山地機動訓練〈集結地進入〉】
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第190期上曹 体力検定課目 第132期候補生 ５Ｋｍ走

第
49
普
通
科
連
隊

th
th

「
第
49
普
通
科
連
隊
は
平
成
31
年
３
月
29
日
、

創
隊
15
周
年
を
迎
え
た
。
連
隊
の
団
結
及
び
隊

員
の
士
気
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
15
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
「
祝
15

49
ｉ
」
の

人
文
字
を
作
成
し
、
記
念
撮
影
し
て
大
き
な
節

目
を
祝
っ
た
。
人
文
字
は
、
連
隊
の
支
援
部
隊

で
あ
る
第
３
０
６
普
通
科
名
即
応
予
備
自
衛
官

が
出
頭
す
る
各
駐
屯
地
（
金
沢
、
春
日
井
、
豊

川
、
久
居
、
大
久
保
、
信
太
山
及
び
伊
丹
）
に

お
い
て
常
備
自
衛
官
と
即
応
予
備
自
衛
官
混
成

で
各
文
字
を
作
成
し
て
撮
影
し
た
。
こ
れ
ら
の

写
真
を
組
み
合
わ
せ
「
祝
15

49
ｉ
」
を
表
現

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
隊
が

自
ら
を
鍛
え
る
場

所
は
異
な
っ
て
も
、
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て

進
む
連
隊
の
姿
を
形
に
し
た
。

三
十
年
度
か
ら
松
山
小
隊
に
配
属
に
な

り
ま
し
た
山
内
２
尉
で
す
。
前
部
隊
は
、

海
上
自
衛
隊
の
艦
船
補
給
処
と
い
う
後
方

支
援
部
隊
で
、
戦
闘
と
は
程
遠
い
部
隊
で

し
た
。
海
自
と
陸
自
の
文
化
の
違
い
か
ら

慣
れ
な
い
所
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
部
隊

の
皆
様
の
懇
切
丁
寧
な
指
導
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
一
年
が
経
ち
、
陸
上
自
衛
隊

普
通
科
の
小
隊
長
と
し
て
任
務
達
成
の
た

め
昨
年
よ
り
さ
ら
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
趣
味
は
、
ギ
タ
ー
で
中
学
生
の
頃

か
ら
弾
い
て
い
ま
す
が
、
上
手
い
か
と
言

わ
れ
れ
ば
イ
マ
イ
チ
で
す
。
仕
事
も
趣
味

も
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
！

第
47
普
通
科
連
隊

第２中隊

即応予備２尉

山内 太郎

第
１
１
０
教
育
大
隊
は
、
７
月
20
日
に
大
隊
創

隊
60
周
年
記
念
行
事
を
多
数
の
来
賓
の
臨
席
の
も

と
実
施
し
た
。
本
行
事
は
、
式
典
及
び
若
守
人
の

碑
銘
板
披
露
を
松
山
駐
屯
地
に
お
い
て
行
い
、
祝

賀
会
食
を
道
後
温
泉
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
で
行
っ

た
。
第
１
１
０
教
育
大
隊
は
、
善
通
寺
駐
屯
地
で

の
58
年
間
と
松
山
駐
屯
地
で
の
２
年
間
に
わ
た
り

新
隊
員
教
育
を
実
施
し
て
、
の
べ
３
２
，
９
２
８

人
の
教
育
修
了
者
を
各
部
隊
へ
送
り
出
し
た
60
年

間
の
軌
跡
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
新
た
な
時
代

へ
対
応
す
る
た
め
隊
員
一
同
教
育
任
務
に
ま
い
進

し
て
い
く
こ
と
を
誓
っ
た
。

第
１
１
０
教
育
大
隊
創
隊
60
周
年
記
念
行
事

記念式典

隊舎前での記念撮影

若守人の碑銘板披露

祝賀会食


